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平成１８年から平成２０年にかけて，わが国の戦
後の経済発展を支えてきた団塊世代が順次定年
を迎え，大量に退職することになります。特に
製造業に携わる熟練の方々が引退することは，
産業界にとって大きな痛手です。
平成１７年度に経済産業省の「産学連携製造中
核人材育成事業」に応募した徳島大学の「精密
機械分野における中核人材育成プログラムの開
発」は１位で採択されました。これは経済のグ
ローバル化や団塊世代の大量退職などの製造業
の厳しい環境に対応するために中核人材の育成
を最優先する必要があると認められたものです。
実際のプログラムは，平成１７年度は「加工組

立管理者基礎講座」および「制御技術管理者基
礎講座」各 １々５名の２コースを組み，７月２０日
に全国に先駆けて毎週水曜日の午後に授業をス
タートしました。平成１８年度は２コースを合併
して「生産管理者技術講座」３０名で実証講義を
６０時間行った後，インターンシップをコンソー
シアムの５企業で２０週間行って，現場での指導
を受けました。
２年間で授業と実習を合わせて７０週間（３００
時間）の研修を受けて頂きましたが，講師は徳
島大学の工学部教員や企業の幹部・技術者など
で構成され，産学官の密接な連携のもとに熱心
に指導され感謝しています。また，授業を受け
た研修生の皆様も，多忙な業務の合間を縫って
貴重な知識と技術を修得されました。２年間の

課程を修了された方には，平成１９年３月に学長
名で「テクノマイスター」の称号を授与しまし
た。これらの経験を工場に持ち帰り，工場にイ
ノベーションを起こして下さるものと期待して
います。
もう１つの成果は，修了生の皆様がイノベー
ション・クラブを結成し，その後も活動・親睦
を図っておられ，受講後も徳島大学の教員を身
近に感じていることです。企業で生じた課題を
もとに今後徳島大学との共同研究などの交流が
一層進展し，産学官が共に発展することを願っ
ています。
このプログラムに対する経済産業省からの補
助金は，平成１８年度で終了しましたが，徳島大
学では自立化事業として知的財産本部が中心と
なり「イノベーション人材育成センター」を平
成１９年４月に設置しました。このセンターを核
にして，平成１９年度から２年計画で「産学官連
携製造中核人材育成講座」を開講することがで
きました。研修人数は４４名と多く，前回の研修
が充実していたことを聞いて応募された方が多
いようです。
徳島大学の活動目標は教育，研究，社会貢献
が３本柱になっていますが，産業界における重
要な人材育成のお役に立てることはこの上ない
喜びです。今後本講座が益々発展することを願
っています。

イノベーション人材育成
センターの役割

四国経済連合会参与（徳島大学長） 青野 敏博

花屋の店先にシクラメンやポインセチアが並び，街路樹の

イルミネーションとともに１２月の街を飾り華やかさを演出し

ています。

年の瀬も押し詰まり，何かと慌しい日々をお過ごしのこと

と存じます。

今年は「真夏日」の記録が更新された所が多く，本当に暑

かったという印象が強く残っていますが，季節は確実に移り

変わり，今月に入ると霜の降りた朝や北風の強い日など冬の

訪れを実感する日が多くなりました。

これから寒さが一段と厳しくなりますから，体調管理を充

分にして，元気で新しい年を迎えたいものです。

さて，今年も中国はじめ東アジアの経済発展は著しいもの

がありました。産業委員会では，１１月に「東アジア環境ビジ

ネスセミナー」を開催し，四国の企業が特徴を活かし東アジ

アで新しいビジネスを展開する可能性などについて，講演会

ならびに意見交換を行いました。

今月号はそのセミナーの様子などを掲載していますので，

ご一読いただければと存じます。

会員の皆様には，今年一年当会の事業活動にご協力いただ

き，有難うございました。

来たる新しい年も，より一層のご指導ご支援を賜りますよ

う，よろしくお願い申し上げます。

１月１１日（金）には恒例の「四国新年交流会」を高松で開催

しますので，大勢の皆様方のご出席をお待ちしております。

（わたなべ）

イロ スミ

編 集 後 記

「明日をひらく 四経連」 No．５４３

発 行■平成１９年１２月
発行所■四国経済連合会

〒７６０―００３３ 高松市丸の内２番５号
（ヨンデンビル４階）

TEL（０８７）８５１―６０３２
FAX（０８７）８２１―９３８４
http : //www．yonkeiren．jp/sef/

印 刷■牟�印刷株式会社

この会報は，環境保全のためSOYINKと再生紙を使用しています。

表
紙
２
－
３

四
国
経
済
連
合
会

会
報
１２
月
号

H１９
．

千思万考

●シクラメン

表
紙
２
－
３

四
国
経
済
連
合
会

会
報
１２
月
号

H１
９
．

四経連２００７．１２


